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産業競争力とデザインを考える研究会
2017年7月2017年7月5日～2018年5月21日 全11回開催

デザインによる我が国企業の競争力強化に向けた課題を整理し、その対応策について検討。

梅澤高明 A.T. カーニー株式会社 パートナー／日本法人代表

喜多俊之 株式会社喜多俊之デザイン研究所 所長

小林誠 デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー合同会社 知的財産グループシニアヴァイスプレジデント

田川欣哉 株式会社タクラム・デザイン・エンジニアリング代表取締役・英国ロイヤル・カレッジ・オブ・アート客員教授

竹本一志 サントリーホールディングス株式会社 知的財産部長

田中一雄 株式会社GK デザイン機構 代表取締役社長

永井一史 株式会社HAKUHODO DESIGN  代表取締役社長クリエイティブディレクター

長谷川豊 ソニー株式会社 クリエイティブセンター長

林千晶 株式会社ロフトワーク 代表取締役

前田育男 マツダ株式会社 常務執行役員デザイン・ブランドスタイル担当

鷲田祐一 一橋大学大学院商学研究科 教授座長

委員

デザイン経営の実践に至る背景と経緯
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「デザイン経営」とは、デザインを企業価値向上のための重要な経営資源として活用する経営である。

「デザイン経営」のための具体的取組

必須条件

出典：「デザイン経営宣言」報告書 2018年 特許庁

①デザイン責任者（CDO,CCO,CXO等）の経営チームへの参画
デザインを企業戦略の中核に関連付け、デザインについて経営メンバーと密なコミュニケーションを取る。

②事業戦略・製品・サービス開発の最上流からデザインが参画
デザイナーが最上流から計画に参加する。

③ 「デザイン経営」の推進組織の設置
組織図の重要な位置にデザイン部門を位置付け、社内横断でデザインを実施する。

④デザイン手法による顧客の潜在ニーズの発見
観察手法の導入により、顧客の潜在ニーズを発見する。

⑤アジャイル型開発プロセスの実施
観察・仮説構築・試作・再仮説構築の反復により、質とスピードの両取りを行う。

⑥採用および人材の育成
デザイン人材の採用を強化する。また、ビジネス人材やテクノロジー人材に対するデザイン手法の教育を

行うことで、デザインマインドを向上させる。

⑦デザインの結果指標・プロセス指標の設計を工夫
指標作成の難しいデザインについても、観察可能で長期的な企業価値を向上させるための指標策定を試みる。

デザイン経営の定義 ＜2018年「デザイン経営宣言」報告書での定義＞
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特許庁のデザイン経営組織化に向けて（2018年～）

デザイン統括責任者（CDO)とプロジェクトチームの設置

ユーザー目線で行政サービスを刷新し、幅広い利用者にとっての利便性向上に努めると同時に、これか
らの世界において競争力の源泉となる知的財産の強化を支えるため、2018年8月9日、「デザイン統括責
任者（CDO）」を設置し、その下に「デザイン経営プロジェクトチーム」を立ち上げた。

【ニュースリリース】
平成３０年８月９日 特許庁の「デザイン経営」がスタートします
http://www.meti.go.jp/press/2018/08/20180809002/20180809002.html
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外部から講師を招き、職員に対して研修を実施。これまでに約3分の１の職員が受講。

新人、若手、管理職、幹部など様々な職域で実施。

職員の意識改革（デザイン思考を理解し体験する）
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組織の意識改革（特許庁のミッション・ビジョン・バリューズ）
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特許庁から審査結果の通知を
もらったが、どうして良いかわからない

知財ってよくわからない
ビジネスするのに必要なものなの？

どうしたら知的財産の
重要性を伝えられるだろう

知財を知らない人の興味を
引く動画を作ってみよう！

お助けサイト

動画「商標拳」

出願人の方が、
次に何をしたら良いのか、
分かりやすくするには
どうしたら良いだろう。

デザイン経営の実践

7



JPO DESIGN-DRIVEN MANAGEMENT PROJECT 

デザイン経営の業務への反映（中小企業支援）

（１）デザイン経営と知財の関係性の明確化

（３）自治体等職員のためのPR資料の開発 （４）導入・実践を支援するツールの開発

→ 関係性の明確化と「好循環モデル」の仮説提示

（２）自治体等との連携体制の構築

→ 「自治体等交流会」の試行

→ 初学職員向けガイド「はじめてのデザイン経営」の試作 → 「デザイン経営コンパス」の試作
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特許庁職員と経産局職員からなる約40名のチームを構成。
強みを生かした活動。（特許庁：知財の専門、経産局：地域・中小企業との繋がり）



JPO DESIGN-DRIVEN MANAGEMENT PROJECT 

デザイン経営の業務への反映（審査用インフラの内製）

⚫ AIを活用したシステム開発は技術の進展が早いため、短期間でPDCAを回せるアジャイル開発を導入。
（高い信頼性が要求される大規模な基幹システムは、引き続きウォーターフォール開発を実施。）

⚫ AIによる支援ツールは、特許庁自身が責任を持って微調整を続けるため、ブラックボックス化を避ける
必要があり、内部人材が自ら開発。

⚫ 緊急事態宣言に際して、審査官向けのテレワーク支援システムをリリースするなど、新型コロナウィル
ス感染症に係る緊急対応にもアジャイル開発の機動性が効果を発揮。

・実際に使用する審査官が審査用システムツールを開発。

・ペルソナ＝審査官が明確。デザイン思考を用いて、かゆいところに手が届く審査用システム開発が可能。

開発手法

・実証事業の進捗を管理

・アクション・プランの見直し

AI 検証プロジェクトチーム
メンバー: 関係部署の幹部等
チーム長：審査業務部長

2017年6月に設置

タスクフォース
メンバー: 外部有識者
座長：辻井産総研 AI

研究センター長

技術的な
アドバイス

2019年1月設置

実証/導入に向けた準備 段階的な導入

• 支援ツールを内製

2019年４月設置

アジャイル開発チーム

メンバー: ユーザー(職員) & プログラマー

※情報技術革新室, 調整課審査企画室
・実証事業については業務
を担う各課が担当。

・ ITベンダーと協力

・特許分類付与
・特許の先行技術調査 （検索式作成支援）
・商標検索機能の強化 （イメージサーチの導入）

など
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I-OPEN PROJECT 21 フォーラム 〜社会課題の解決を知財活用で実現する〜

I-OPENプロジェクトでは、様々な社会課題の解決に取組むスタートアップ企業、非営利法人や
個人事業主の方々(I-OPENER)と、知財やビジネスに精通した専門家のサポーターとが一つの
チームになって、共に考え、行動し、知的財産を活用しながら社会課題を解決できるようにサ
ポートする伴走支援プログラムを実施。
３月３日にオンラインフォーラムを開催。 https://www.i-open.go.jp/forum/
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デザインプロジェクトチームだけではなく、特許庁全体がデザイン思考を使って
業務やサービスを改善していくことができる体制を構築。

特許庁長官

中小企業支援チーム長I -OPE Nチーム長

デザイン経営
プロジェクトチーム

○○○チーム 長

○ ○ ○ チ ー ム

外部有識者

原課

原班等
支援

相談

ヘ ッド： CDO（特許技監）
メ ン バ ー ： チ ー ム 長 ＋ 事 務 局 ＋ 原 課 課 長

I - O P E N チ ー ム

（ 庁 内 よ り メ ン バ ー 公 募 ）

中 小 企 業 支 援 チ ー ム

（ 庁 内 よ り メ ン バ ー 公 募 ）

デザイン経営プロジェクトチームの新体制・CDOの役割
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アドバイス

デザイン経営推進事務局

プロジェクトと原課の施策の方向性などを
メタ視点から見ながら必要な調整を指示
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特許庁デザイン経営プロジェクト

特許庁はデザイン経営を推進しています

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei.html

Mail : PAdesign.project@jpo.go.jp


